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Ⅱ 研 究 方 法
被験者  鳥取市立湖山小学校2・4・6年生




根   成   之











場合であり,B■型は被験者 (S)に近い人が動 く場合である。B■型より A■型の方 がより困難
な課題と思われる。A2型,B2型の動きは A.型,B■型の動きにMの動き (被験者の目の前の動
き)を加えることによりL, Rの動きをとらえにくくしようとしたものである。 最初MがBallを





被験者数      男 子
2年  14
4  4F     22
6  上F     17
(3)動きについて
10×20解の COurt(our dOOr)の半面を使用。Goalの高さは平均身長の 1.5倍とした。即ち2
年-1,79陶4年-1.94解6年-2.09婢である。





































う配慮した。尚いづれの場合も使用した Ballの大きさは2年-2号, 4年-5号, 6年一
5号である。
Ⅲ 結 果 と 考 察
14)PaSSについて
Mより Passを受けた被験者が次にどこに Passをしたかを示すと次の如 くである (Tabld l,4
-2, 2)
男  子 女






















































A.型に於て Ballを受けた被験者 (S)がどこに PASSをしたら一番効果的にその場面を処理出
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球技運動の技能の発達
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6年男子70.6%女子50,3%と共に Al型の値 よりも低 くなっている。 しかし A■型とA2型は


















女子については Al型,A2型で2年と4年は共に近 くに居る人 (R)への Passが目立ち両者
間に差はない。即ち2年と4年は Passすべき場面の判断能力が良く似ている。しかし, 近くに居










Table,5  X2検定 **P<0.01*P<.005






























な動きが何回なされたか,一試行平均を示すと TablC 8,Fig 5の通りである。
男子についてみると2年は縦 の広 が り (AA)が多 く,4
年, 6年では横の広がり 幹B)と横の動き (B)が多い。縦




















t 検定       2-4**  2-4**    2-4**








( )内はS.D Table 8の1




2-4■    2-4キ    2-4驀    2-4    2-4Ⅲ
4--6**     4-6**      4--6**      4--6      4-―る





























??ハD  B5の1 Fig 5の2
pC
女子についてみると (Fig 5の2)縦の広がりは男子と同様2年が高く, 6年が低い。 横の広が
り,横の動きでは6年が高 く2年が低い。縦の広がり,横の広がり,横の動きの三者に於て4年は
いづれも2年とる年の中間に位置しており,いづれも有意差がみられる。









2年についてみると (Fig 6)女子は縦の広がり以外の動きがほとんどみられないに対し, 男子




















○女子の2年, 4年, るの動きにはそれぞれ差がみられ, 6年が一番複雑な動きであり, 2年は単
純な動きである。
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